
小杉駅周辺地区新設小学校ニュース

第２号（平成２９年２月）

本市では、武蔵小杉駅周辺地域の小学校の児童数増加への対応と良好な教育環境を確保するため、平

成３１年４月に新しい小学校（以下「新設校」という。）の設置を計画しています。このニュースでは、

新設校に関する情報を定期的に発信してまいります。 

① どんな学校になるの？   

●第１号のニュースでは建物概要を紹介しましたが、今回は４つの整備コンセプトを紹介します。

② 学校名を募集しました 

平成２８年１１月２１日（月）～１２月２７日（火）の期間で学校名の募集を行った結果、２２件

（有効応募）のご応募をいただきました。ありがとうございました。（※白抜きは複数応募） 

ＮＯ 校名案 よみがな ＮＯ 校名案 よみがな 

1 杉の子小学校 すぎのこ 10 小杉中央小学校 こすぎちゅうおう

2 こすぎ花桃小学校 こすぎはなもも 11 南丸子小学校 みなみまるこ 

3 小杉小学校 こすぎ 12 新武蔵小学校 しんむさし 

4 ふれあい小学校 ふれあい 13 小杉北小学校 こすぎきた 

5 こすぎ小学校 こすぎ 14 武蔵小学校 むさし 

6 小杉大夢小学校 こすぎおおゆめ 15 丸子中央小学校 まるこちゅうおう

7 小杉町小学校 こすぎちょう 16 小杉瑞穂小学校 こすぎみずほ 

8 武蔵小杉小学校 むさしこすぎ 17 こすぎ未来小学校 こすぎみらい 

9 小杉の森小学校 こすぎのもり  

※今後、通学区域等検討会議でご意見を伺い、平成２９年度中に教育委員会において学校名を決定後、

川崎市議会での議決をもって最終決定する予定です。 

① 多様な学習活動や体験活動を支える空間づ

くり 

■普通教室はオープンスペースと一体で使用で

き様々な学習や活動が可能な空間です。 

■建物屋上に軽運動ができるグラウンドやプー

ルを整備し、敷地の有効活用を図ります。 

■多目的ホールを整備し、子どもたちの発表や

地域交流等ができます。 

②  地域に開かれ、地域との連携や交流を生む

空間づくり 

■開放的な地域連携エリアと地域の歴史や文化

を紹介する郷土資料室を設置しています。 

■体育館や地域連携諸室などを設置します。 

■近隣校（西丸子小、上丸子小）と同様に環境

学習室を設け、多摩川学習を通じて小小連携

を図り、児童交流等を推進します。 

③ 日常の利用と共に、災害時の利用にも配慮

した施設づくり 

■災害時に地域の避難所として機能する計画を

しています。 

■オープンスペースにはベンチ等を置き児童た

ちの憩いの空間を整備すると共に、相談室や

心地よいトイレ等を整備します。 

④  自然エネルギーを活用し、環境教育の場と

なる施設づくり 

■歩道状空地等の緑化や北側テラスを整備し緑

豊かな空間を整備します。 

■太陽光発電など自然エネルギーを活用した設

備を整備します。 
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③ 西丸子小学校で保護者説明会及びアンケートを実施しました 

西丸子小学校通学区域の小杉町２丁目に新設校が設置されることから、平成２８年１１月１８日（金）

に保護者説明会、平成２９年１月に現１～３年生の保護者を対象にアンケートを実施しました。主なご

意見は次のとおりです。 ●：保護者からの意見 ⇒：事務局の回答 

保護者説明会 アンケートで多くいただいた意見 

●卒業まで就学できるように対応してほしい。 

⇒原則、全学年の対象児童が新しい小学校に就学す

ることになるが、今後、検討します。 

●西丸子小を各学年２クラス規模にしてまで新設

小学校の設置が必要か。 

⇒地域全体の対応が必要となり、西丸子小学校の適

正規模等に配慮します。 

●中学校区の取扱いを教えてほしい。 

⇒これまでの実績では原則、中学校区も変更していま

すが、今後、検討します。 

●多くの保護者意見を聞いてほしい。 

⇒アンケート実施を検討します。 

・友達や先生と別れること。 

・新設小学校の学区になっても西丸子小にも通

えるように選択できること。 

・受験期等で子どもの環境変化が不安。 

・西丸子小学校の児童数が減ること。 

・学校情報の不足（行事、教育方針、先生等） 

・期限付き学校で母校がなくなるのが嫌だ。 

・新設小学校は不要。 

・兄弟で違う学校にするのはやめてほしい。

④ 「第２回通学区域等検討会議」を開催しました 

１月３１日（火）に第２回検討会議を開催しました。会議では、前回以降の進捗状況報告、学校名募

集の結果報告、第１回会議での各委員からのご意見をふまえた新たな４つ（Ｅ案からＨ案）の通学区域

候補案の提案を行い、様々なご意見をいただきました。 

（会議の様子） 

⑤ 通学区域追加候補案の考え方について 

第１回会議で委員からいただいた柔軟な案を考えてほしいという意見をふまえ、マンション単位を組

み合わせた追加候補案を作成しました。 

※候補案は平成３４年度までは児童・生徒数の長期推計（平成２８年１０月）によるものです。 

※平成３５年度以降については、近隣地域の実績を基に参考値として示しています。 

※児童数・学級数の推移の概要を示すため、特別支援学級の児童数・学級数は含めておりません。 
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「追加通学区域候補案」※（Ａ～Ｄ案はニュース第１号に掲載しています） 

※小杉町３丁目東地区地区計画区域は、小杉町３丁目東地区計画と表記しています。 

■Ｅ案：（小杉町２丁目・小杉御殿町２丁目） 

学校 Ｈ31 Ｈ32 Ｈ33 Ｈ34 Ｈ35 Ｈ36 Ｈ37 
新設校 児童数 373 395 422 461 487 533 578

学級数 13 14 14 14 15 17 19
西丸子小 児童数 489 475 536 563 651 684 723

学級数 15 15 18 20 21 21 21
中原小 児童数 589 615 595 603 579 559 536

学級数 17 18 18 18 18 18 18

■Ｆ案：（小杉町２丁目・小杉御殿町２丁目・小杉町３丁目東地区計画） 

学校 Ｈ31 Ｈ32 Ｈ33 Ｈ34 Ｈ35 Ｈ36 Ｈ37 
新設校 児童数 373 425 462 513 556 624 697

学級数 13 14 14 16 18 19 22
西丸子小 児童数 489 475 536 563 651 684 723

学級数 15 15 18 20 21 21 21
今井小 児童数 894 896 937 979 1003 1032 1039

学級数 26 26 27 28 29 29 29
中原小 児童数 589 615 595 603 579 559 536

学級数 17 18 18 18 18 18 18

■Ｇ案：（小杉町２丁目・小杉御殿団地・プラウドタワー・エクラスタワー・小杉町３丁目東地区計画） 

学校 Ｈ31 Ｈ32 Ｈ33 Ｈ34 Ｈ35 Ｈ36 Ｈ37 
新設校 児童数 366 434 494 565 639 713 793

学級数 14 15 16 18 20 22 24
西丸子小 児童数 489 475 536 563 651 684 723

学級数 15 15 18 20 21 21 21
今井小 児童数 759 735 746 753 749 769 775

学級数 24 23 23 23 22 22 23
中原小 児童数 731 767 754 777 750 733 704

学級数 22 23 23 24 24 24 22

■Ｈ案：（小杉町２丁目・小杉御殿団地・小杉町３丁目東地区計画） 

学校 Ｈ31 Ｈ32 Ｈ33 Ｈ34 Ｈ35 Ｈ36 Ｈ37 
新設校 児童数 231 273 303 339 385 450 529

学級数 9 10 11 13 14 15 17
西丸子小 児童数 489 475 536 563 651 684 723

学級数 15 15 18 20 21 21 21
今井小 児童数 894 896 937 979 1003 1032 1039

学級数 26 26 27 28 29 29 29
中原小 児童数 731 767 754 777 750 733 704

学級数 22 23 23 24 24 24 22
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⑥ 会議での主なご意見等（●：各委員からの発言  ⇒：事務局より説明）

⑦ 今後の予定 

お問い合わせ先

川崎市教育委員会事務局 教育環境整備推進室

学校整備プロジェクト推進担当 

ご意見やご質問については、Ｅメール又はＦＡＸにてお願いいたします。

〒２１０－０００４ 川崎市川崎区宮本町６

電話：０４４（２００）３３１９ ＦＡＸ：０４４（２００）３６７９

Ｅメール：88seibi＠city.kawasaki.jp

会議での資料、候補案の地図等を含め、新設校に関する内容についてはホームページから

もご覧になれます。

http://www.city.kawasaki.jp/880/page/0000080750.html 

●お祭り等地域全体で行事を実施している事例もあるので、地域単位で活動できるような通学区

域にしてほしい。 

⇒素案作成に向けて地域のまとまりも考慮します。

●在校している児童の特例措置は行うべきではないか。 

⇒特例措置についての検討を進めています。

●検討会議としての素案はいつ決定するのか。 

⇒候補案から絞り込みを行い、第３回の検討会議で素案をまとめたいと考えています。

候補案について、対象小学校ＰＴＡ をはじめとする学校関係者や自治会等の地域関係者

にご意見をいただきながら、素案作成に向けた検討を行い、次回の第３回通学区域等検討 

会議では、学校名及び小学校区素案のまとめや中学校区に関する検討を行う予定です。 


